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博士論文要約 
 
筑波大学大学院人文社会科学研究科 文芸・言語専攻総合文学領域 5 年次 江口真規 
 
日本近現代文学における羊の表象 
 
1．本論文の目的 
 
本論文の目的は、近年台頭したアニマル・スタディーズの動向を踏まえつつ、日本近現
代文学における羊の表象を文化的・社会的権力の変遷を反映するものとして考察すること
である。 
動物の表象を通して人間の文化的営為を検討する試みに関しては、古くはラスコー洞窟
壁画の動物や古代ギリシアの動物変身譚を分析の対象として、数多くの研究がなされてき
た。その中でも、1980 年代以降のアニマル・スタディーズにおける成果は特筆に値する。
アニマル・スタディーズでは、1950 年代以後の文学批評を継承し、＜他者＞表象としての
動物に着目した研究が精力的に行われている。この動向は、生物学、動物学、法学、コン
ピューター科学等の多様な学問分野や、動物の権利・解放の提唱運動と関連し、学際研究
の一領域として地位を築きつつある。 
しかし、アニマル・スタディーズの理論的枠組みにおいては、西欧文化や英語圏文学が
分析対象の主流を占めており、研究の主体も「白人男性中心的」という批判がある。これ
を受け、2000 年代後半以降はポストコロニアル・エコクリティシズムと称される研究方法
が模索されてもいる。これにより、非西欧社会や旧植民地、あるいは今日の資本主義グロ
ーバル社会の中で環境的負荷を担う地域を対象とした分析も進んでいるが、各文化におけ
る動物観や個々の生物種を扱う議論は未だ十分になされていない。 
本論文では、上記のようなアニマル・スタディーズの研究手法と目的意識に基づき、羊
の表象について、緬羊飼育の文化的・社会的背景と合わせて考察する。羊は、人間の経済
活動によって利用され馴致されてきた家畜動物として、牧畜・放牧地域の文化形成に大き
く関与してきた。しかし日本では、羊は明治時代以降、欧化政策と植民地政策の一環とし
て輸入された。そのため羊は、近代以前には限られた文献や資料を基に想像上の生き物と
して表象されていたが、開国後、外国文化の流入や西欧文学の翻訳により、従順や犠牲と
いったイメージが広まっていった。現在ではごく僅かな数の羊が観光牧場で飼育されてい
るに過ぎず、羊は日常的に接する機会の少ない動物であるが、純粋・無垢・従順といった
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印象は広く定着し、そのイメージは「癒し」を謳った商品やポップカルチャーの中で大量
に消費されている。 
このように、日本における羊の表象は、物理的に不在であるか、または遭遇の機会が限
定されているために、社会文化状況に影響を受けた想像力によって構築されてきた。本論
文が特に日本の羊に焦点を絞る理由は、このような一連の表象の特異な意味作用や機能を
新たに解明するためである。 
日本文化における羊の研究については、犬や猫、馬、牛など、近代以前から生息してい
た動物と比較すればその数は少ない。日本文学にみられる羊の表象に関しては、作品論あ
るいは作家論において解釈の一手段として用いられてきた。しかし、これらの論考では、
羊の表象の歴史性に注意が払われることはなく、現在の羊に関する知識や認識が自明のも
のとされたうえで論が展開されてきた。その意味において、日本文学における羊の表象の
変遷を歴史的枠組みから解明する試みは行われておらず、本論文がその嚆矢となる。 
研究方法としては、羊を象徴的に用いている文学作品について、新聞・雑誌等から読み
取れる同時代言説や、美術作品等の視覚資料、畜産、農業、生物学分野のデータを扱い、
学際的な分析を行う。また、対象とする作家への影響が指摘される海外文学作品も研究の
視野に入れた比較文学の手法を用いることで、異なる文化や言語の影響とその受容・変容
を探究する。 
 
2．本論文の構成と各章の概要 
 
本論文は序章と結章を除いて 5 章から構成される。第 1 章から第 5 章では、分析対象と
する文学作品を発表年代順に配置することにより、1900 年代から 1980 年代における羊の
表象の変遷を明らかにする。各章の概要は以下の通りである。 
 
第 1 章 夏目漱石『三四郎』――「 迷 羊
ストレイシープ
」の英文学的背景とその解釈―― 
 
【問題設定】日本において羊の飼育頭数がごく僅かであった時期に発表された夏目漱石
（1867–1916）の『三四郎』（1908）では、羊がテクストに登場し多義的な解釈を提起し
ている。この作品にみられる「 迷 羊
ストレイシープ
」という表現についての先行研究は、『新約聖書』
の｢迷い出た羊のたとえ｣に基づいたものが多い。本論文では、“stray sheep”という語の初
出が、漱石の研究対象であった 18 世紀英文学の一作品、ヘンリー・フィールディング
（Henry Fielding, 1707–1754）の『トム・ジョウンズ』（The History of Tom Jones, a 
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Foundling, 1749）であることに着目する。『文学論』（1907）等にみられる英文学作品と
羊についての漱石の言及も合わせて考察することにより、英文学の影響下における羊の概
念の輸入と、それが明治時代後期の日本社会に適用されていったことを明らかにする。 
 
【結論】『三四郎』では、羊は平和や長閑さの象徴としてではなく、奇怪な空想上の動物
であるかのような異質性を備えたものとして登場する。羊についての情報が十分に普及し
ていなかった中で、漱石は英文学研究から得られた知識に基づき「迷羊」を描いている。
“stray sheep”という語の初出である『トム・ジョウンズ』では、教養がある女性、そして
性的な堕落が示唆される女性が羊に擬えられていることから、『三四郎』では、「迷羊」は
高等教育を修め「堕落女学生」としての一面も描かれた美禰子を示していることを論じた。 
キリスト教では羊は敬虔な信者を表し神から救済される存在であるが、『三四郎』で羊に
擬えられた女性美禰子は、自ら選択した結婚に罪の意識を抱き、救われる者として描かれ
てはいない。漱石は、日本に定着していなかった羊に関する表現を英文学を通して受容す
るだけではなく、それを明治時代の社会描写へと応用し、救われざる羊という意味を羊の
表象に与えたのである。 
 
第 2 章 江馬修『羊の怒る時』――関東大震災における怒れる民衆としての羊―― 
 
【問題設定】日本では羊の大量放牧は定着しなかったものの、西欧文化の流入によって、
羊の群れる牧場の光景が牧歌的な穏やかさを醸し出すものとして想像されていった。この
ような羊のイメージは、翻訳として受容されるだけではなく、1910 年代から 20 年代には
日本で創作された詩や童謡のモチーフとなっていった。しかし本論文では、西欧文化の受
容によって形成された羊のイメージが浸透していった一方、単なる模倣に留まらず日本の
社会・文化情勢に乗じてそれとは対蹠的な意味が生じていった点に注目したい。そこで第
2 章で対象とする作品が、江馬修（1889–1975）の『羊の怒る時』（1924–1925）である。 
1923（大正 12）年の関東大震災における被災体験に基づいて執筆されたこの作品は、
震災時に発生した朝鮮人虐殺事件の様子を克明に描いたルポルタージュとして読まれてき
た。しかし、これまで十分な検証が行われてこなかった江馬のプロレタリア作家としての
経緯や、『台湾日日新報』（1898–1944）に掲載されたという作品発表の背景を分析するこ
とにより、羊は犠牲者を示しているのではなく、朝鮮半島出身者や社会主義者に暴力を行
使する日本人民衆を擬えていることを明らかにする。 
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【結論】江馬修『羊の怒る時』では、関東大震災下で暴徒と化した日本人民衆が羊の群れ
の比喩によって表されている。この作品では、無産者階級である民衆を、普段は「柔和」
でおとなしい羊であるとしながら、その群れが恐怖の集団と化す瞬間、つまり国家や警察
が羊達に煽動的に働きかける瞬間が描かれている。根拠のない流言によって凶暴な存在と
化した民衆は、「愚衆」として愚かな羊の群れに喩えられる。「柔和」な羊のイメージを敢
えて逆手に取り、「怒れる」存在とすることにより、その群れが潜在的に備えている暴力性
を現出させている。 
 日本近現代文学に描かれた羊の表象について、『羊の怒る時』の解釈から指摘できること
は、「犠牲の羊」という表現のように羊は犠牲者としてのマイノリティを示す存在だけでは
なく、マジョリティの成す集団の凶暴性をも表すということである。『羊の怒る時』では、
羊は群れをなすものとして捉えられ不特定多数の集団を表している。ここで暴徒と化した
民衆の群れを影で率いている「羊飼い」は、プロレタリア文学者としての江馬が非難した
軍隊や警察である。この作品の成立背景や江馬の経歴を辿るならば、『羊の怒る時』では、
表面的な「愚衆」への非難よりも、柔和な羊の怒りを操る「羊飼い」に向けられた警鐘を、
情報統制の網を潜り抜けて読み取ることができるのである。 
 
第 3 章 らしゃめんの変容――唐人お吉物語と戦後占領期における羊の表象―― 
 
【問題設定】第 3 章では、日本近現代文学において羊が女性というジェンダーを付与され
表象されてきたことを論じる。第 3 章前半部では、羊を表す「らしゃめん」という語が、
西洋人男性と性的関係のある日本人女性の意味へと変容した経緯を辿る。具体的には、
1850 年代から 60 年代の開国期の文献や、初代駐日アメリカ公使タウンゼント・ハリス
（Townsend Harris、1804–1878）の妾とされる「唐人お吉」の物語を扱った十一
じゅういち
谷
や
義
ぎ
三郎
さぶろう
（1897–1937）の『唐人お吉』（1928）、真山青果（1878–1948）の『唐人お吉』（1930）
を分析の対象とする。 
女性化された羊の表象は、戦後駐留米軍兵士を性的商行為の相手とした日本人女性の「パ
ンパン」に重ね合わせられると同時に、高見順（1907–1965）の『敗戦日記』（1959）や
大江健三郎（1935–）の「人間の羊」（1958）では被占領下の日本人男性にも当てはめら
れた。このように、女性を示すものであった羊が、占領期には被支配者の男性を表すもの
として用いられたことの意義を考察する。 
 
【結論】第 3 章では、らしゃめんの変容の歴史と戦後占領期を舞台とする作品の分析を通
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して、日本における羊の表象が孕むジェンダー属性を考察した。らしゃめんの歴史とこれ
らの占領期を舞台とした作品を通していえることは、羊はジェンダーやナショナリティの
構造において、支配下に置かれ女性化された存在を表すということである。18 世紀後期に
おいて羊を示す語であったらしゃめんは、19 世紀半ばの開国期には、西洋人男性と性的関
係を持つ日本人女性を蔑む語として広まり、異文化・異人種間の性交渉を連想させるもの
となった。唐人お吉のようならしゃめんをめぐる物語は、戦後占領期にはパンパンと呼ば
れる日本人女性へと当てはめられた。その一方で、高見の『敗戦日記』や大江の「人間の
羊」のように、戦後占領期を描いた日本人男性作家の作品では、日本人女性は羊に擬えら
れてはいない。ここではむしろ、政治的かつ性的に無力となった日本人男性が去勢された
羊に喩えられる。羊の比喩によって表された男性は、男性性を剥奪され、羊の表象に付随
した女性性を与えられている。 
 
第 4 章 安部公房作品における羊の表象――「満洲」の緬羊政策と牧歌的風景の構築―― 
 
【問題設定】戦後占領期には、第 3 章で述べたようなアメリカ兵だけではなく、朝鮮半島
や「満洲」から引揚げて来た多くの人々が存在した。そのような引揚げ者の一人に、安部
公房（1924–1993）が含まれる。第 4 章では、「満洲」で幼少期を過ごした安部の作品に
みられる羊の表象を、「満洲」における羊の歴史性を考慮して解釈する。 
安部の作品において、動植物や物質への変形は頻繁に用いられるモチーフであるが、「詩
人の生涯」（1951）等数作にわたり登場する羊や羊毛製のジャケツについては看過されて
きた。また安部は、「盲腸」（1955）やテレビドラマ「羊腸人類」（1962）、戯曲『緑色のス
トッキング』（1974）等で、食糧問題を解決するために羊の腸を移植される人間の物語を
繰り返し描いている。安部の植民地経験を背景とする作品では、国家の軍事目的による緬
羊飼育政策や、それに反して「満洲」の羊を囲む生活風景が牧歌的で郷愁を誘うものとさ
れた背景が、羊の描写に反映していると考えられる。 
 
【結論】第 4 章では、「満洲」で行われた植民地政策としての緬羊飼育を考証し、「詩人の
生涯」を中心とする安部公房作品の羊の表象の解釈を行った。「詩人の生涯」における糸紡
ぎや手編みの羊毛製のジャケツ、『緑色のストッキング』の草原の描写には、安部の植民地
経験に基づいた「満洲」への郷愁と、日本内地人が牧歌的風景に対して抱いた憧憬が投影
されている。「盲腸」「羊腸人類」『緑色のストッキング』では、「満洲」の農事試験場で実
施された羊の品種改良実験のように、羊は高度な科学技術を象徴する動物となりうる可能
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性を提示していた。牧歌的な郷愁を呼び起こす動物、そして奇妙な「化物」という、安部
公房作品における羊の表象の二面性には、「満洲」の緬羊政策にみられる家庭内手工業の側
面と軍需用羊毛増産の為の種の改良という、二つの側面が表出している。 
本論文で取り上げた他の作家達と比較すれば、安部公房は、緬羊飼育が日常的に行われ
ていた「満洲」で育った者、そして大陸の放牧とは異なる形態で有畜農業として羊が飼育
されていた戦後内地へ引揚げてきた者という、二つの立場から羊を描いた作家として位置
付けられる。 
 
第 5 章 村上春樹『羊をめぐる冒険』――「迷羊」の継承と三人の「羊つき」―― 
 
【問題設定】第 5 章は、1970 年代後半を生きる若者がある一匹の羊を探す冒険譚を、明
治時代以降の羊の歴史とともに描いた、村上春樹（1949–）の小説『羊をめぐる冒険』（1982）
についての論考である。この作品の羊に関する先行研究では、他の日本文学作品と対照さ
せた論は多くはない。本論文では、第 1 章から第 4 章の議論を踏まえたうえで、『羊をめ
ぐる冒険』の羊とそれ以前の日本文学における羊の表象との関連を詳らかにする。村上は
『三四郎』の羊の表象や、日本の近代化と軍国主義の象徴としての羊のイメージ、また安
部公房が既に提示した科学技術と羊というテーマと想像力を継承している。第 5 章後半部
では、羊博士・先生・「鼠」の三人の登場人物を襲った、羊が人間の体内に取り憑きその肉
体や精神を支配するという「羊つき」の現象に注目し、1930 年代から 70 年代を舞台に描
かれた羊の表象の変容を考察する。 
 
【結論】1950 年代後半から 60 年代の高度経済成長期を経て、羊は羊毛生産として物質的
価値が問われる動物から、観光牧場の誕生にみられるように高度消費社会におけるレジャ
ーや余暇の概念と結び付き、イメージとして消費される動物へと変化していた。しかし村
上は、漱石の『三四郎』の「迷羊」を念頭に置き、明治時代以降の軍事政策と緬羊飼育の
歴史を詳細に記述することで、このような羊のイメージを歴史化・相対化している。 
第 5 章後半部では、『羊をめぐる冒険』で描かれる「羊つき」の現象を、民間信仰とし
ての憑き物や、ショック療法や洗脳など戦争やイデオロギー対立によって生み出された医
学技術と比較して分析した。1970 年代は、1997（平成 9）年のクローン羊の誕生に結実
するバイオテクノロジーが芽生えた時代でもあり、羊は科学テクノロジーの恐怖を表すも
のであることを論証した。主人公の翻訳会社の事業が拡大していった『羊をめぐる冒険』
の舞台は、1980 年代に爛熟する高度消費社会の萌芽期でもあった。羊に取り憑かれた「鼠」
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は、自死を選択することにより、記号と観念によって支配される高度な資本主義社会の到
来を阻止しようとした。『羊をめぐる冒険』の羊は、暴力を伴って進展する科学テクノロジ
ーと資本の論理の象徴として存在している。 
 
3．本論文の成果 
 
牧畜の起源から家畜として人類と生活をともにし、羊毛産出や食肉消費など人間社会の
要請により品種改良を重ねられた羊は、野生動物として生息することは難しく、人間によ
ってその生命のあり方を形づくられている。そして 1990 年代にクローン技術の成功を体
現した羊は、最も高度な人間の科学テクノロジーを象徴する動物となった。このような人
間と羊の関わりを考えれば、羊という動物が歩んだ歴史とその表象を考察することは、人
間が羊を利用する社会的動機の理解につながる。 
本論文では、日本近現代文学における羊の表象を考察することにより、異文化との接触
から羊の表象や比喩がどのように変遷していったのかを論じることができた。日本近現代
文学に描かれた羊は、実在しない空想としての動物から、近代化政策と植民地主義を担う
動物となり、戦後には再びイメージとして消費される動物へと変化していった。本論文で
分析した作品では、西欧文化における羊の表象の意義がそのまま用いられてはおらず、各
時代の羊についての認識や緬羊飼育の状況が投影されており、次のような羊の表象の意義
の把握を可能にした。 
第一に、羊と羊飼いという二者のメタファーを解釈することにより、それに擬えられた
支配関係、及びそれを構成する社会構図を解明した。羊と羊飼いの関係は、労働者と資本
家の階級対立や、ジェンダー上の支配関係、植民地と宗主国といった国家間の権力構造を
描き出すだけではなく、それらが幾重にも絡まり合う重層性を示している。羊の表象はこ
のような構図を反映させるとともに、その関係性の転覆を示唆するものでもある。群れを
なす羊は人間の共同体に喩えられるが、従順な羊の群れは、ときには「よき羊飼い」を失
い迷走する暴力的な民衆のメタファーとなり、マジョリティの集団の凶暴性を表している。 
この意味において、日本近現代文学における羊の表象は、犠牲者としてのマイノリティ
や救済されるべき存在が「犠牲の羊」「あわれな小羊」と称されるような、常套句的な表現
には包含されない多義的な象徴性を備えている。 
第二に、日本における羊の表象として特徴的である点は、江馬修の『羊の怒る時』のよ
うに羊を群れとみなす視点がみられる一方で、群れではなく一匹の羊として捉えた表現が
多くみられることである。『三四郎』の美禰子や、らしゃめんとしての唐人お吉は、複数で
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はなく一匹の羊に喩えられており、『羊をめぐる冒険』で羊博士や先生、「鼠」に取り憑く
羊もまた一匹であり、羊男も森の中で一人で暮らしている。このような群れをなさない一
匹の羊は、群れから離れた人間、社会や共同体から排除された者を示している。また、単
体としての羊という認識は、日本内地では羊の放牧が定着せず、少数の羊が農家で飼育さ
れた緬羊飼育をめぐる状況を反映させている。 
第三に、日本近現代文学において、羊は異文化の接触点としての女性を表していること
を明らかにした。羊は明治時代以降本格的に日本に輸入された動物として、19 世紀半ばの
開国期や明治時代には西欧文化を象徴する新しい事物であった。らしゃめんという語は、
このような異文化との遭遇の背景から、西洋人男性と性的関係のある日本人女性を示すよ
うになった。本論文第 1 章・第 3 章では、『三四郎』の美禰子や唐人お吉、戦後占領期の
パンパンといった女性が羊に擬えられたことを論じた。性的逸脱を非難する意味合いで羊
の表象が用いられつつも、彼女達のように、外国語能力を備え、西洋文化やアメリカ文化
をいちはやく取り入れた女性が、羊の比喩によって表されてきたのである。日本において
は、このように新しい海外文化と接触した女性が羊と称されており、これは羊の飼育の歴
史が長く定着している文化圏ではみられないものである。 
第四に、日本の羊の歴史を「満洲」を射程に入れて捉え直すことにより、日本近現代に
おける羊のイメージの構築過程を辿った。日本近現代文学における羊の表象は、西欧文化
の受容から形成されただけではなく、戦前の「満洲」の牧歌的風景への憧憬や郷愁を包含
している。羊は平和で牧歌的なイメージを連想させることが多いが、日本の緬羊飼育の歴
史を振り返れば、かつてそのような羊の放牧風景が日本内地で定着したことはない。羊の
群れが逍遥する風景は、日本が植民地として開拓した「満洲」の地にみられ、そこでは羊
は緬羊飼育の軍事目的と関係していたにも拘らず、それとは乖離した平和と穏やかさのイ
メージを構築していった。羊にまつわるこのような心象風景は、1960 年代以降の観光牧場
の展開にも継承されたといえる。 
日本では大量の羊毛製品が消費されているにも拘らず、日本内地では一部の地域を除き
羊は身近な動物であったことはなく、それゆえに、存在しないものに対する憧れや非現実
性が羊の表象に投影されてきた。第 5 章で論じたように、村上春樹は、羊を日本近代の象
徴であると主張した。しかし、日本の歴史において存在しないものの象徴性を、文学作品
や文化的素材によって構築してきたのは、本論文で取り上げた作家達である。現前しない
動物を「表象」することは、まさにこれら文学者達の営為であり、日本近現代文学におけ
る羊の表象は作家の想像力と社会的・文化的文脈の中から生まれた構築物であることを明
らかにした。 
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4．今後の課題 
 
羊の表象を考察するにあたり、本論文では十分に検討できなかった点について、今後の
研究課題として提示する。 
第一に、日本における羊の表象に影響を与えたと想定される英文学作品の羊について、
第 1 章の夏目漱石の指摘に見受けられたように、農業や土地所有の政策との関係から考察
を行うことである。イギリスは世界の羊毛生産を牽引した国家であり、その旧植民地であ
るオーストラリアやニュージーランドを含め、現在でもなお世界の羊毛市場の中心的な役
割を担っている。囲い込み運動や産業革命、世界的規模での植民地政策を通して、文学作
品に描かれた羊や牧場の風景とその象徴性はどのように変化していったのだろうか。夏目
漱石が参照していた 18 世紀の小説や牧歌詩にみられる羊と牧歌的風景の表象を、今後の
分析の対象としたい。 
上記の英文学作品や牧歌が、日本ではどのように受容され、そして同様のテーマが日本
文学の創作においてどのように模倣され変容していったのか、という問題にも取り組む必
要がある。その際には、本論文第 1 章と第 2 章で言及した、明治時代の翻訳作品や大正期
の詩作品を中心にさらなる分析が求められる。日本における牧歌的なイメージの変遷につ
いては、第 4 章で述べた「満洲」の農業政策や、第 5 章で論じた戦後のレジャー文化や観
光牧場の発展にも着眼したい。 
文学作品における動物の表象を研究することでさらに検討したい点は、文学研究が動物
の保護や環境破壊といった社会問題にいかに関与していけるかということである。文学研
究はアカデミックな世界に留まり環境問題には無縁であるという非難に対して生まれたエ
コクリティシズムやアニマル・スタディーズでは、文学テクストだけではなく、自然科学
分野の研究成果も考慮した学際的な立場から研究が行われ、自然環境への意識を促すこと
が目的とされている。羊の大量放牧による砂漠化の進行や、反芻動物のメタンガス排出な
ど、羊もまた近年の環境問題と無縁ではない。文学作品と羊の表象を考察するにあたり、
人間の社会的・文化的行為が自然環境に影響を与えているということ、そのような背景の
中で変容をみせる動物や自然の表象をより広く解明していきたい。 
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